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日本における木製品の炭素収支：リサイクル、長寿命化、貿易のインプリケーション

Carbonba】anceofwoodproductsinJapan：implicationsofrecycling，eXtendinglifespan，andtrade

O橋本征二＊・森口祐一I

S．HashimotoandY．Moriguchi

⊥∠二豊畳と且踵

京都議定書の第2約束期間以降については、木製品による炭素固定も、附属書1国の約束を達成する

手段の候補となっている。また、日本では循環型社会形成推進基本法が成立し、今後、使用済み製品や

副産物のリユース、リサイクルの促進が期待されている。そこで、こうした廃棄物対策の気候変動対策

上のインプリケーションを検討する必要がある。本稿では、日本における木製品の炭素収支モデル（

JCBM－WP）を作成し、2000年から2010年までのシナリオ分析を行うことで、木製品のリサイクルや

長寿命化、貿易のインプリケーションについて検討を行った。

ヱ∠五度

FigurelはJCBM－WPが記述する木製品のフローである。このモデルに、リサイクル率、木製品

の寿命（廃棄率）、国産材の供給量などのシナリオを与え、木製品としての炭素蓄積量やその

変化、人間社会への炭素のインプット、アウトプットにどのような変化が見られるか検討し

た。また、木製品の炭素収支に関する3つの勘定方法（蓄積変化法、生産法、大気フロー法）

1）うち、生産法を除く2つの勘定手法について計算を行い、国産材の供給量のシナリオ等に

よってどのような変化が

見られるか検討した。

＿乙∠監星と室垂

木製品の生産量や需要量、

リサイクル率等が現状レベル

で推移した場合（Basecase）

とリサイクル率が増加した場

合（Recyclingcase）を比較

した結果がFigure2である。

Recyclingcaseでは、再資ク

源化チップの利用が倍増し、

古紙利用率が5％上昇するこ

とを想定している。図から

は、リサイクルが、木製品と

しての炭素の人間社会へのイ

ンプットや木製品に含まれる FigurelF10WOfwoodproductsdescribedinJCBM－WP

I国立環境研究所　循環型社会形成推進・廃棄物研究センター

ResearchCenterforMaterialCyclesandW■asteManagement，NationalhstituteforEnv豆onmentdStudies

305－8506　つくば市小野川16－2　TELO298－50－2842　FAXO298－50－2572　e－m由1has出rnot0．Sei注＠血es．goJp

－228－



0
　
　
　
5
　
　
　
0
／

つ
〕
　
　
　
　
l
l
　
／

（
為
む
そ
じ
ふ
じ
当
日
已
O
q
ね
U

0

－→⊃一一hput

（recyclingcase）

－●－－hput

（ba5eCa5e）

－1トーOu申ut

（recyclingcase）

－」rOutput

（ba58CaSe）

一恥・・Stockchange

（recyclingca5e）

＋Stockcha喝e

fba5eCa5e）

く⊃
モヨト‾‘WU　　　　　　　　　▼■■→

胃、」、完　　　宍

4
　
　
2
　
　
0
　
　
0
0
　
　
′
O
 
A
－
　
　
2
　
　
0
　
　
へ
ノ
ー
　
　
4

1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
■

（
冶
ハ
さ
U
】
ど
し
」
U
苦
h
d
d
三
つ
d
U
P
U
U
臼
∈
0
也
U
U
已
巴
刃
増
C

Ba5eCaSe Recyclingcase Longerl血span Domestic
Ca5e haⅣeStlngCa5e

Year

Figure2Carboninput，OutPut，andcarbonstock Figure3Carbonemissionsaccountedbytheb〝O

change（inputminusoutput）reIatedtowood approachesasdifferencef「omthelPCC

products defa山tapproach（2010）

炭素の大気へのアウトプットを減らし（資源消費と廃棄物発生の削減による）、結果として木製品の炭素

蓄積量の変化を減少させる（埋立地 積量の変化が減少することによる）ことが分かる。長

寿命化についても同様の結果が得られている。したがって、′リサイクルや長寿今化は木製鋸こよる炭素

固定の効果を小さくする。ただし、化石燃料とセメント生産からの炭素排出量と比較するとその影響は

それほど大きくなく、また、リサイクルや長寿命化に伴う化石燃料消費量の変化を別途検討する必要が

ある。なお、森林が減少している場合、リサイクルや長寿命化によって森林伐採が減少すれば、森林セ

クター全体としての炭素蓄積量は増加するものと考えられる。

蓄積変化法、大気フロー法の2つの勘定方法を適用した場合の木製品からの炭素排出量をIPCC暫定法

と比較した結果がFigure3である。日本は木製品の輸入量が多いため、′蓄積変化法では、IPCC＿暫定法

もり排出量が減り、逆に、去峯ヱ旦二法ヱ減L」ぎCC暫定法よりも排出量餓える結果となっている2）0

リサイクルや長寿命化（Recycungcase、bnger止fespancase）は前述のように炭素蓄積量の変化を

小さくするため、渾積変化法で止艶出竜が増える臓が、大気フロー法では廃棄物が減る

ため、排出量も減る。従って、木製品の炭素収支のみ考慮すれば、蓄積変化法にはリサイクルや長寿命

化を促進するインセンティヴがなく、大気フロー法にはそれがあることとなる。また、丸太の国内生産

量が増えても（DomestichaⅣeStingcase）、蓄積変化法はその影響をほとんど受けないが、大気フロー

法はその影響を大きく受ける（排出量が減る）0ずって、木製品の炭素収支のみ亨軍すれ琴、日杏里よう

な純輸本国や琴冬大気フロー法は国産の斗太車型男する鵬ある。
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